



学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 




 Correlation analysis of nuclear morphology, cytokeratin and Ki-67 expression 








は、CK5、CK6、CK14 のような HWM-CKs と CK20 を含む種々の CK が異常発現を示すことが知られてい
る。CK 発現異常は過去に多くの報告があり、細胞異型に関与する因子の一つとして考えられている
にもかかわらず、細胞骨格に関連する UC 細胞の核の形態形成を検討する報告は少数である。 
さらに最近、いくつかの研究で、尿路上皮癌幹/前駆細胞は、低増殖率と高い寿命を持つ基底尿
路上皮幹細胞に似ていることが示されている。このような基底細胞の性格を持った細胞が UC 組織
に存在すると報告されており、HWM-CKs と CK20 は UC の癌幹/前駆細胞のマーカーとしても注目され
ている。しかし、細胞形態学と癌幹/前駆細胞または分化した癌細胞との間の関係は不明確である。  
本研究では CK5 を基底細胞、CK20 を表層細胞の指標とし、Ki-67 を増殖能の指標として、多重蛍

























UC 細胞の大部分が CK 異常発現を示す異常な細胞分化をしていた。癌幹細胞仮説は、現在多くの





















して、核の大きさは、染色体数と細胞増殖活性や CK 発現パターンに関連していると結論付けた。 
